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令 和 ４ 年 度 第 ２ 回 佐 倉 市 環 境 審 議 会 （ 公 開 ）

会 議 概 要 

日時  令和４年１１月１４日（月）午後１時３０分～午後２時４５分 

会場  佐倉市役所 議会棟２階 第３委員会室 

出席委員（１１名） 

井上 隆夫 委員（公募市民） 

草場 孝志 委員（公募市民） 

佐藤 光雄 委員（公募市民）  

百目木 純子 委員（公募市民） 

髙山 順子 委員（千葉県立中央博物館 主任上席研究員） 

      武間 豊夫 委員（元千葉県 都市部長） 

中村 圭三 委員（敬愛大学 名誉教授） 

原 慶太郎 委員（東京情報大学 名誉教授） 

本橋 敬之助 委員（元公益財団法人印旛沼環境基金 上席研究員） 

古林 聖哉 委員（佐倉市校長会 会長） 

大木 英子 委員（佐倉商工会議所） 

 欠席委員（１名） 

      斉藤 芳江 委員（千葉みらい農業協同組合） 

事務局  環境部 宮本部長 

生活環境課 布施課長、阿部班長、南谷主査補、山下主査補 

廃棄物対策課 西野班長 

 傍聴人  １名 

 会議次第 

１．開会 

２．市長あいさつ 

３．委員自己紹介 

４．事務局紹介 

５．諮問 

６．議事 

第２次佐倉市環境基本計画（素案）及び第二次佐倉市地球温暖化対策実行計

画（事務事業編）（素案）の改定について（諮問） 

７．その他 

８．閉会 
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 会議内容 

１ 開会 

事務局（生活環境課長）により開会 

 

２ 市長あいさつ 

 

３ 委員自己紹介 

 

４ 事務局紹介 

 

５ 諮問 

（市長退室、傍聴人入室） 

 

６ 議事 

第２次佐倉市環境基本計画（素案）及び第二次佐倉市地球温暖化対策実行計画

（事務事業編）（素案）の改定について（諮問） 

 

【司会（生活環境課長）】 

これから会議次第の６．議事に入ります。 

本日の議事でございますが、「第２次佐倉市環境基本計画（素案）及び第二次

佐倉市地球温暖化実行計画（事務事業編）（素案）の改定について」の諮問１件

でございます。 

ここからの議事の進行につきましては、佐倉市環境審議会条例に基づき、本橋

会長にお願いいたします。 

 

【議長（会長）】 

それでは、議事を進行させていただきます。皆様のご協力をお願いいたします。 

今日の議事は、次第にありますように「第２次佐倉市環境基本計画（素案）及

び第二次佐倉市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）（素案）の改定について」

の諮問１件であります。 

この資料については、すでに委員の皆様に郵送され、質問や提案等が事務局に

寄せられていることから、最初に、それらについての当局の考え方や修正をおこ

なう部分等の説明をお願いし、その後、新たに全体を通しての質疑応答を行いた

いと思います。 

ご発言されるかたは挙手のうえ、私が指名いたしますので、事務局のマイクの

準備が整いましたら、着席のままで、ご発言願います。 
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それでは、事務局から説明をお願いします。 

 

【生活環境課】 

私からは、今回お諮りいたしております、両計画の改定の経緯について簡単に

ご説明させていただきます。 

それでは資料３－１から始まる５枚つづりの資料をご用意ください。タイト

ルが『ゼロカーボンシティ宣言と計画の改定』と書いているものになります。こ

のうち資料３－１から３－４を用いてご説明いたします。まず資料３－１のと

おり、国は、世界的な課題である、地球温暖化による気候変動に対して、脱炭素

化を進めて温室効果ガスを実質排出ゼロとすることを目標に、一昨年１０月に

２０５０年カーボンニュートラル宣言を行いました。 

その後、温暖化対策推進法の改正を経て、地球温暖化対策計画の改定と政府実

行計画の改定を行うなどさらなる取り組みを進めております。このような国の

方針に基づき、佐倉市としても、2050 年に温室効果ガスの排出を実質ゼロにす

る脱炭素社会の実現に向けての取り組みを進めるため、昨年８月に「佐倉市ゼロ

カーボンシティ宣言」を行いました。これを踏まえて、２種類の地球温暖化対策

実行計画をこのたび改定しようとするものです。資料３－２では佐倉市ゼロカ

ーボンシティ宣言の宣言文をご用意いたしておりますのでご覧ください。 

続いて資料３－１の裏面には、宣言後に取り組んできました改定作業の経緯

を載せております。ゼロカーボンシティ宣言以降、庁内横断的な体制のもと、脱

炭素に向けた取り組みを進めていく必要があることから、佐倉市地球温暖化対

策推進本部のもとに、１１月に部会を設置し、１月には第１回目の部会を行い、

今回の計画改定に向けた検討を進めてまいりました。 

また、今年度は、７月から９月の全３回の部会開催による検討を経て、委員の

皆様に対して、２種類の計画の改定素案をお示ししているところです。補足資料

３では国の地球温暖化対策計画、補足資料４では政府実行計画の内容をお示し

しております。 

補足資料３の方では、２０３０年度において、我が国の温室効果ガスを２０１

３年度から４６％削減すること、また補足資料４では２０３０年度までに２０

１３年度と比べて５０％削減すること、としてそれぞれ国は改定を行っており

ます。 

今回、委員の皆様には事前にご意見のご提出をお願いしておりますので、それ

らに対する回答を各計画ごとに担当からご説明いたします。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

【生活環境課】 
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私からは、第２次佐倉市環境基本計画に関していただいたご意見・ご質問を中

心に説明いたします。 

まず、佐倉市環境基本計画は、佐倉市の環境分野の最上位計画であり、令和元

年度策定時に佐倉市温暖化対策実行計画（区域施策編）を包含いたしました。先

にお話いたしました経緯のとおり、国は、２０２０年１０月に「２０５０年カー

ボンニュートラル」を宣言、２０２１年６月に「地球温暖化対策の推進に関する

法律」を改正し、それに付随する諸内容の変更を行ったところです。佐倉市にお

いても、２０２１年８月に佐倉市ゼロカーボンシティ宣言を行い、市民・事業者・

行政が一体となって二酸化炭素の実質排出ゼロを目指す必要があることから、

佐倉市環境基本計画にその内容を反映させるため改正をするものです。事前に

お配りいたしました主な改定点でお示ししているとおり、国が地球温暖化対策

計画に設定した目標に即して、『２０３０年度に２０１３年度比で市内の温室効

果ガス排出量を４６％削減する』とし、その目標を達成するという視点で見直し

を行っております。 

それでは委員の皆様からいただいておりますご意見等に対する事務局の対応

を一つずつお答えしたいと思います。本日、お手元にお配りしました、『第２次

佐倉市環境基本計画（素案）および第二次佐倉市地球温暖化対策実行計画（事務

事業編)（素案）に係るご意見・対応一覧について』の資料をご覧ください。併

せて、事前に送付いたしました、資料１－２（改定素案）第２次佐倉市環境基本

計画も併せてご覧ください。 

資料の No.８のところから、環境基本計画の内容についてご説明したいと思い

ます。基本計画の２ページに該当する、「第一章 計画の基本的事項」というと

ころでいただいたご意見に関してです。「今回の改定に至った経緯について触れ

るべきではないでしょうか？」というところです。 

ご意見を踏まえて、タイトルを「計画策定・改定の背景」とし、以下の文章を

追記いたしました。「２０２０年１０月、政府は２０５０年までに温室効果ガス

の排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラルを目指すことを宣言、こ

れを受け、本市は２０２１年８月に「佐倉市ゼロカーボンシティ宣言」を表明し

ました。その実現のために、第２次計画の期間中ではありますが、計画を改定し

て更に高い削減目標を掲げ施策を推進します。」 

続きまして、４ページに計画の対象範囲として「地球温暖化」という項目がご

ざいますが、これを「地球温暖化防止」に修正するというご意見をいただきまし

た。ご意見を踏まえ、ご指摘の箇所を「地球温暖化対策」といたします。 

続きまして、８ページの目標とする環境像でございますが、「佐倉市にとって

最も重要な自然資産は谷津の自然だと考えます。生物多様性の面から見ても、生

活空間との近さや親しみの面から見ても、谷津の自然は印旛沼よりずっと貴重
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だと思います。目標のスローガンに谷津を入れたいです。」というご意見をいた

だきましたが、今回の改定においては、目標とする環境像は変更せず原案のとお

りといたします。 

続きまして、８ページ本文中ですけれども、「印旛沼を取り巻く自然と…」と

いうところに、「谷津」という文言を入れるべき、というご意見をいただきまし

たが、目標とする環境像に合わせて、原案のとおりといたします。 

続きまして、８ページの同じ本文中ですけれども、「…窮地に立たされていま

す」というところに「さらに、稲作が行われていた谷津は、農業の担い手不足に

よって荒廃し、埋め立てなどによって谷津自体の消失に至ることもあります」と

追記すべきとのことですが、ご意見を踏まえ、ご指摘のとおり修正いたします。 

続きまして、８ページの同じ部分についてですが、「印旛沼は、流域の…」と

繋がるところに「谷津」という文言を入れるというところで、ご意見をいただき

ましたが、目標とする環境像に合わせて、原案のとおりといたします。 

続きまして、同じ場所ですけども、「私達は印旛沼の姿を…」というところに

「谷津」という文言を入れるという意見をいただきましたが、目標とする環境像

に合わせて、原案のとおりといたします。 

続きまして、同じページ、同じ文章の中で「印旛沼や沼を取り巻く環境…」と

いうところに「谷津」を入れるというご意見をいただきましたが、目標とする環

境像に合わせて、原案のとおりといたします。 

続きまして、１６ページ「目標とする環境像」ですけども、「谷津」という文

言を入れるというご意見をいただきましたが、今回の改定においては、目標とす

る環境像は変更せず、原案のとおりといたします。 

続きまして、２６ページの「佐倉市の希少な動植物」というコラムの部分です

けれども、ニホンアカガエルのところで「背面が赤褐色の」という部分を「背面

が褐色の」に、というご意見をいただきまして、ご意見を踏まえ、ご指摘の箇所

を、「背面が褐色～赤褐色の」といたします。 

同じく２６ページのカタクリの記載ですが、「調味料の片栗粉は」というとこ

ろについて、ご指摘のとおり修正いたします。 

続きまして、２７ページ「佐倉市の外来生物」というコラムの、ナガミヒナゲ

シのところをアレチウリに入れ替えるというご意見をいただきまして、ご指摘

の箇所をアレチウリとして、以下のとおり修正いたします。 

「北アメリカ原産のウリ科の一年生草本で、８月から１０月に開花し、大量の

種子をつけます。生育速度が非常に速く、数メートルから数十メートルのつるを

伸ばして群生します。畑や河川敷などで大量に繁茂し、在来の植生と競合するこ

とから生態系への影響が危惧されています。」 

続きまして３３ページ第３章環境施策の「現状と施策展開の方針」の部分です
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が、「本市では不法投棄のための啓発活動やパトロールを実施しているほか…」

と繋がる文章のところを、「本市では不法投棄のための啓発活動やパトロールを

定期的に実施しているほか、…今後はポイ捨てや不法投棄の多い地域を対象と

して監視カメラ設置等の重点的な取り組みを実施するとともに…」とすべきと

いうご意見を踏まえ、ご指摘のとおり修正いたします。 

続きまして、３４ページの目標達成に向けた事業、⑦番のところで、「不法投

棄監視員による定期的な監視や地域の協力により…」というところを「重点箇所

への監視カメラの設置や地域の協力により…」とすべきというご意見をいただ

きまして、ご意見を踏まえ、ご指摘のとおり修正いたします。 

続きまして３５ページ、「市民取組」の「近隣のパトロールを行い、不法投棄

や不正な埋立て行為をみつけたときは通報します」というところを、「〇〇に通

報します」とすべきというご意見をいただきまして、ご意見を踏まえ、ご指摘の

箇所を「佐倉市に通報します」という文言に修正いたします。 

続きまして３９ページの目標達成に向けた事業の※印ですが、ZEH、ZEB の略

号を入れ、４６ページ、１１４ページに説明が必要、というご意見を踏まえ、ZEH

と ZEBの略号を入れるよう修正いたします。 

続きまして４１ページ「目標達成に向けた事業」、④のところですが、該当す

る施策番号が２４）とあるところ、２３）なのではというご意見をいただきまし

て、ご意見を踏まえ、ご指摘のとおり修正いたします。 

続きまして、４１ページの⑤のところ、該当する施策２３）というところを２

４）にすべきというご意見をいただきまして、ご意見を踏まえ、ご指摘のとおり

修正いたします。 

続きまして、同じ４１ページ、目標達成に向けた事業というところで、自然災

害の対策として「インフラを活用した防災減災」を加えるというご意見をいただ

きました。 

ご意見を踏まえて、４１ページ上段に記載の「施策の内容」のうち、２つ目の

文章を以下のとおり修正いたします。「集中豪雨等に対する防災対策を行うとと

もに、グリーンインフラを活用した防災減災を検討します。」 

続きまして、４８ページ「ゼロカーボンアクション３０」の（２０）ですが、

暮らしのメリットの記述のところに「生ゴミの削減、有機肥料の活用」を記載す

べきというご意見を踏まえ、ご指摘の箇所を以下のとおり修正いたします。「生

ゴミの減量と子供への環境（家庭）教育推進活動に繋がる。作った堆肥を家庭菜

園やガーデニングに活用できる。（家庭菜園やガーデニングによりリラックス効

果も）」 

続きまして、５０ページ「ゼロカーボンアクション３０」（３０）の暮らしの

メリット欄に、「植林によって樹林地を増やし、自然環境の向上に役立つ」とい
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うのを追加というご意見をいただきましたが、環境省が記載している内容に合

わせて原案のとおりといたします。 

続きまして、５３ページの事業①の担当部署ですが、教育委員会を入れた方が

良いというご意見いただきましたが、佐倉市全体での取り組みという括りで原

案のとおりといたします。 

続いて同じく５３ページ②「印旛沼や谷津などの保全活動、環境美化活動など

…」という文言のところを、「印旛沼や谷津などの保全活動を通じて豊かな自然

環境に触れる機会を作ります」とすべきというご意見を踏まえ、ご指摘の箇所を

以下のとおり修正いたします。「印旛沼や谷津などの保全活動や自然観察会を通

じて、豊かな自然環境に触れる機会を作ります。また、環境美化活動など、誰も

が参加できる体験を通じた環境学習の機会の拡充を図ります。」 

続きまして、５８ページ「重点プロジェクト１」の谷津保全を継続する仕組み

づくりというところで、継続している生きもの見っけ隊の活動を記載するとい

うご意見をいただきましたが、ご意見のとおり、生きもの見っけ隊に関しては、

５８ページ下段の「１－５保全活動に参加する人材の確保と育成」に資する取組

みであると認識しております。本計画においては、基本的事項の記載にとどめる

こととし、原案のとおりといたします。 

続きまして、６１ページ「環境保全地一覧」の部分について、谷津名に加えて

河川名を追記するというご意見をいただきましたが、令和４年に策定した「第２

次佐倉市谷津環境保全指針」に記載している内容と同様といたします。 

続きまして、６２ページの谷津環境保全地の位置図についてですが、図中に河

川名を記入するというご意見をいただきましたが、令和４年に策定した第２次

佐倉市谷津環境保全指針に記載している内容と同様といたします。 

続きまして、１０３ページの参考資料について、３３ページの文章と同じであ

るというご意見をいただき、ご指摘の箇所を以下のとおり修正いたします。「本

市では、不法投棄防止のための啓発活動やパトロールを定期的に実施している

ほか、市民や事業者と連携、協力して、市内の道路や公園などを清掃するゴミゼ

ロ運動を実施しています。今後は、ポイ捨てや不法投棄の多い地域を対象として

監視カメラ設置等の重点的な取組を実施するとともに、市民や事業者のマナー

向上・法令遵守に向けた取組を拡充する必要があります。」 

続きまして、１１４ページ参考資料の用語集ですけれども、ZEBの表示につい

て、頭文字が全て大文字の「Net Zero Energy Building」に関しまして、環境省

が記載している内容に合わせて、原案のとおりといたします。同じく ZEHも、頭

文字全て大文字の表示に修正いたします。 

続きまして１１９ページ資料編「策定・改定経過」の部分ですが、ご意見を踏

まえ、「策定の経過」といたします。併せて１２０ページも、ご意見を踏まえて
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「改定の経過」といたします。 

 

【生活環境課】 

では私の方からはお渡ししているＡ３縦長の資料の１枚目のページ、No.１か

ら No.７までについてご説明をさせていただきます。ご意見として、特にどの部

分という指定がなく、いただいている意見に対しての回答という形になります。 

まず No.１「今回の両計画、第２次佐倉市環境基本計画および第二次佐倉市地

球温暖化対策実行計画（事務事業編）の改定はどのような事情、理由により必要

となったのでしょうか」という質問に関しては、２０２０年１０月に内閣総理大

臣の所信表明で、２０５０年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す

ことが表明されたことを踏まえ、２０２１年８月に「佐倉市ゼロカーボンシティ

宣言」を宣言いたしました。これらを実行するために従前の計画では不十分であ

ることから、今回改定するものとなっております。 

No.２ですが、「両計画の改定内容を見ると、他動的要因によるものと市の主体

的な判断によるものとがあるようです…」というところでお書きいただいてお

りまして、「今回の両計画の改定内容について、他動的要因によるものか市の主

体的な判断によるものかに分類していただきたいと思います」ということでご

意見をいただいております。 

こちらに関しては、両計画とも今回の改定は地球温暖化対策の推進に関する

法律の改正およびそれに付随する諸内容の変更に伴う改定であるため、軽微な

修正を除き、基本的には、国の２０５０年カーボンニュートラル宣言を踏まえた

ものとなります。 

続けて No.３です。佐倉市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）は佐倉市環

境基本計画に包含されるということがわかりにくいのですが、というご意見を

いただいております。また実行計画の部分だけを抜き出すことはできるのでし

ょうかということです。 

こちらに関しては、国は地球温暖化対策の推進に関する法律の中で、「市町村

はその区域の自然的社会的条件に応じて温室効果ガスの排出の量の削減を行う

ため」いわゆる区域政策編を策定するよう努めるものとしております。また、環

境省の地方公共団体実行計画の策定マニュアルにおいては、「実効性を強化して

いくために温室効果ガス排出量の削減等に関係のある行政計画と一体的に策定

することが望まれる」としておりましたので、佐倉市としても、施策間での相乗

効果の創出や、計画の検討を実施の際の負荷低減等の効果が期待できることか

ら、環境基本計画にこの区域政策編を包含する形をとって、一体的な策定という

形をとっております。 

続けて No.４です。国が使っている「カーボンニュートラル」と市が宣言して
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いる「ゼロカーボン」とは同じ意味と思われますがなぜ別の言葉を使っているの

でしょうか、何か使い分けがあるのでしょうか。こちらに関しては環境省として

は「２０５０年に CO2 を実質ゼロにすることを目指す旨を首長自らが又は地方

自治体として公表された自治体」をゼロカーボンシティとしております。「カー

ボンニュートラル」と「ゼロカーボン」には国による明確な使い分けはなく、い

ずれも同じ意味として使用しております。 

次に No.５です。地域脱炭素化促進事業のイメージを簡単にご説明ください。

またその検討状況をお聞かせくださいというご質問でした。 

地域脱炭素化促進事業とは、地球温暖化対策の推進に関する法律の改正によ

り、第２条第６項において新たに定義されたものとなっております。中身として

は事業者による再生可能エネルギー施設の整備と、整備する区域の脱炭素化の

ための取組を一体的に行う事業であって、地域の環境保全のための取組ならび

に地域経済および社会の持続的発展に資する取組を併せて行う事業となります。 

こちらに関しては本日、テーブルの上に置かせていただいております「配布資

料」と右上に書かせていただいた２枚綴りの資料がございます。これの１枚目が

区域施策編脱炭素化促進事業に関係する資料のイメージとなっております。こ

こで市町村は促進区域の設定に向けた議論の場としての協議会の設置や、事業

者に求める地域経済・地域環境保全および地域経済社会の持続的発展に向けた

取組を記載した計画を策定し、事業計画の認定をする必要がありますが、具体の

取組は今後の検討となります。 

次が No.６です。「立地適正化計画」に定めた都市機能誘導区域への施設の誘

導を具体的にどのように展開されていますか。市の積極的な誘導施策により実

現した事例がありますか。また、この制度の実効性についてどう評価されており

ますか、ということで、今ご覧いただきました配布資料のうち２枚目です。両面

刷りで、担当部署であります都市部都市計画課からの回答を受けておりますの

で、どうぞご確認ください。 

最後 No.７ですが、環境基本計画８９ページ、参考資料「印旛沼の環境の現状」

について、「以前より印旛沼と手賀沼は CODの数値がワースト３以内に入ってお

り、最近手賀沼はきれいになったと聞いております。市民一人一人が洗剤をなる

べく使わない庭木への水やりは雨水をためて使うようにすれば少しずつきれい

になって佐倉の水はいつまでも美味しく飲みたいものです。手賀沼がきれいに

なった理由、できればこうほう佐倉で上記の事項を PRしていただきたいと提案

いたします。こちらに関してはご意見として承ります。ということで前半部分の

説明は以上でございます。 

 

【議長（会長）】 
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ただ今の事務局から説明に関して、ご意見・ご質問はございますでしょうか。

発言される方は挙手願います。 

 では私から。監視カメラの設置はリップサービスでなく本当に実施するので

しょうか。 

 

【廃棄物対策課】 

 ご質問には私からお答えさせていただきます。現在、和田地区に千葉県と佐倉

市で監視カメラを設置しております。また佐倉市では、根郷地区にも監視カメラ

を設置しております。今後ももし必要な事案が、起こって欲しくないんですけれ

ども、起こった場合には設置する可能性があるということで対処してまいりた

いと思っております。以上でございます。 

 

【議長（会長）】 

 そうすると不法投棄に対しては佐倉市としてある程度、監視はしっかりとさ

れているということでしょうか。 

 

【廃棄物対策課】 

 しっかりと、という言い方は私の方からお答えするのはちょっと難しいとこ

ろがあるんですけれども、ぜひそういう必要な事案が起こりましたら、設置する

ということをさせていただいてる事例がありますというお答えになります。 

 

【議長（会長）】 

わかりました、ありがとうございます。 

他に。 

 

【委員】 

 この中の３番目、実行計画を抜き出すことができるかできないか、お答えが抜

けてたんじゃないかと思いますけれどもいかがでしょうか。 

 

【生活環境課】 

今回の区域施策編に関しましては、令和元年度作業令和２年３月の策定によ

る基本計画の中で基本計画の策定のとおりに、区域施策編の中に包含している

という形態をとっております。その効果については先ほどご説明したとおりな

んですが、一度取り込んだものとして今回改訂作業というふうにさせていただ

きましたので、抜き出すことはせずに、このまま包含した状態で、改定作業・基

本計画の改定という形式をとらせていただきたいと考えております。 
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【委員】 

抜き出すことはできそうですか。 

 

【生活環境課】 

ホームページの方に、区域施策編相当部分ということで、掲載をしております

ので、今回の改定内容を踏まえた、区域施策編相当部分ということでの公開とい

うことは、したいと思っております。 

 

【委員】 

わかりました。ありがとうございます。 

 

【議長（会長）】 

他に意見がないようですので、次の「第二次佐倉市地球温暖化対策実行計画

（事務事業編）」の議題に進めます。 

それでは、事務局から説明をお願いします。 

 

【生活環境課】 

 私からは佐倉市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）についてご説明いたし

ます。 

事前に郵送でお配りしました資料のうち、「資料２－２改定素案」と書かれた

資料をご用意ください。資料の５ページが当計画の対象範囲になります。この計

画は、市が行う活動から排出された温室効果ガスが対象となります。ここには

小・中学校、上下水道、そして市と市の職員が取り組むべき事項や目標を記載し

た計画となっており、それを市民の皆様に広くお伝えするものです。 

続いて６ページをご覧ください。当計画の対象物質は、こちらの表にある６種

類となっております。この６種類のうち、佐倉市では二酸化炭素の排出量が約９

９．５％を占めることから、今回この計画においては二酸化炭素のみを算定の対

象としております。 

続いて１０ページをご覧ください。こちらが今回の改定の一番大きなポイン

トとなります。この計画は２０３０年度が終了年度となっております。２０５０

年度のカーボンニュートラルという最終目標を達成するための中間的な目標と

して、２０３０年度までに、２０１３年度の排出量から５０％を削減することを

目標としております。 

続いて、１２ページをご覧ください。１２ページ以降は、市と市の職員が取り

組むべき事項あるいは今後検討していくべき事項について記載がされておりま
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す。 

佐倉市では二酸化炭素排出量のうち、約８１％が電気に由来しているため、電

気の使用への対応が重要です。こちらに書かれたこと全てを実行するというこ

とではなく、目標達成に向けて様々な手法を検討するために記載してあります。 

最後に、委員の皆様からいただいたご意見に対してのお答えします。「ご意見・

対応一覧について」をご覧ください。Ａ３の紙の裏面、最終ページで、左の通し

番号４０番からのご説明になります。 

No.４０について、策定の経緯という表題でしたが、策定の後に改定という文

字を加えて「策定・改定の経緯」とした方がわかりやすいとのご意見があり、ご

意見のとおり修正いたしました。 

次に No.４１について、六フッ化硫黄という言葉が数ヶ所存在します。ひらが

な表記とカタカナ表記が混在していたため、正式なカタカナ表記に統一をいた

しました。 

次に No.４２です。計画の中で使用した円グラフについて、時計回りに割合の

大きい順に示すのが一般的であるというご意見をいただき、そのように修正い

たしました。 

続いて No.４３です。ZEBと ZEHという言葉の説明を一つの文章で記載してお

りましたが、一文が長すぎるというご意見があり、いただいた修正案のとおり修

正をいたしました。私からは以上となります。 

 

【議長（会長）】 

ただ今の事務局から説明に関して、ご意見・ご質問はございますでしょうか。

発言される方は挙手願います。 

 

【委員】 

 この具体的な温暖化対策を佐倉市全体で実行する際に、今の事務事業編とい

うことでご説明いただきました。それで私企業に対しては、こういった要請はし

ないということだと思うんですけども、佐倉市以外に国とか県も、このような事

務事業編というものがあると思うんですけども、そちらはこれと同等の対応を

しているのか教えていただきたい。 

 

【生活環境課】 

国の計画は既に策定されていて、目標も設定されています。我々もそちらを参

考にしています。 

県も国の計画を受けて今年度に改定予定と聞いております。 
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【議長（会長）】 

 ありがとうございます。 

 事務局から今後のスケジュールについてお願いします。 

 

【生活環境課】 

 この後のスケジュールと進め方についてご説明させていただきます。本日計

画改定に向けた諮問ということで委員の皆様には様々なご意見をいただきまし

てありがとうございます。 

本日の会議における事務局からの説明に対して更なるご意見がございます場

合には来週１１月２１日を必着として、ご意見の受付をさせていただきたいと

思います。紙でのご意見提出をご希望の方は、様式をこの場にご用意してござい

ますので、必要な方は挙手をお願いいたします。それ以外の方に関してはデータ

でご提出いただけると思いますので、以前メールでお送りしております様式と

同じもので結構ですので、そちらをご利用の上、１１月２１日までに、ご意見の

提出をどうぞよろしくお願いいたします。 

１１月２１日までにご提出いただきましたご意見に対しては、事前に今回に

向けてご提出いただきましたご意見、また本日の会議の場でいただきましたご

意見とあわせて、一覧を作成させていただきます。これらを反映した改定素案と

いうものを再度お作りいたしまして、そちらを１１月３０日を目安として委員

の皆様にご郵送させていただく予定でおります。それをもとに１２月２３日の

答申に向けて内容確認および事前のご意見提出をお願いしたいと思っておりま

すので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

次回の審議会の出席依頼の通知は追ってお送りさせていただきますので、ご

対応の程、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【司会（生活環境課長）】 

２点ほどご説明とご報告させていただきます。１点目、今後の予定ということ

で、会議の冒頭にも申し上げましたとおり、本日の会議録につきましては、事務

局の方で要録を作成いたしまして、今日出席されている委員全員の皆様の確認

を得た上で確定し、公開することといたします。内容がまとまり次第、事務局か

ら要録をお送りいたしますので委員の皆様方におかれましては、内容の確認と、

修正箇所等の内容について、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

２点目でございますが、今回、事前に配付いたしました資料の一部に、「公開

厳禁」という文字を記載させていただきましたが、本日、この審議会の終了をも

って、解除といたします。このため、会議録の公開時には、要録とともにこの「公

開厳禁」の文字を削除した資料をあわせて公表を行うことであることを申し添
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えいたします。 

事務局からは以上でございます。 

 

【委員】 

 すみません、よろしいでしょうか。 

 

【議長（会長）】 

 どうぞ。 

 

【委員】 

 東邦大学の病院ありますよね。そこをですね、ずっと外の方へ行く通り道なん

ですが、いつも今日も来たんですけども。ゴミが非常に多いですね。今日見た限

りでは、１０個あると思うんですね。ビニール袋に包んで。そこは傾斜があった

りしてね、ほとんど人が住んでないとこなんですが、非常に細い道で車は通れる

んですが、人はあまり通らない道なんです。ですけどいつも通るたびになんてこ

の道は汚いんだろうと。周りは鬱蒼として綺麗なんですよね。ですから、先ほど

ちょっとお話ありましたけども、不法投棄についてですね、監視カメラをぜひあ

そこは何か予算があればの話ですが設置していただきたいんですよね。以上で

す。 

 

【廃棄物対策課】 

 場所については、今ご確認させていただきましたので、改めて確認させていた

だいて、今後の対応について検討してまいりたいと思います。 

 

７ その他 

【議長（会長）】 

 最後に私から。今回の質問・意見の回答に対して、委員の皆様にはどんな些細

なことでも良いですから事務局の方に質問してほしい。 

委員の貴重な意見をいただいて、それらを環境行政に反映させて活用してい

ただきたいと思います。 

 

８ 閉会 

事務局（生活環境課長）により閉会 

 


